
資料１

主な取組 課等名 事業名 事業内容 実施結果

1(1) 企画政策課 多文化共生推進講座

市民への異文化理解を推進す
るため、外国人市民などを講
師に、母国紹介を通して異文
化交流をする。

５回実施（参加者計９５名）
カナダ（１２名）
JICA（１７名）
スウェーデン（２３名）
ミャンマー（１０名）
台湾（３３名）

1(1) 企画政策課
幼稚園・小中学校多
文化共生推進事業

市立幼稚園及び小中学校に外
国人講師を派遣し、母国紹介
を通して異文化交流をする。

２回実施（参加者４２名）
本埜小学校（１７名）
小林北小学校（２５名）

1(1) 企画政策課
多文化共生意識啓発
講座

市職員を対象に多文化共生意
識啓発のため研修会を実施す
る。

１回実施（参加者２７名）
「外国人市民へのやさしい日本語
対応」
講師：宮﨑　朋子　氏、福岡　真
友　氏（東京出入国在留管理局
入国審査官）

1(1)・(2)
2(1)・(2)

企画政策課
印西市国際交流協会
事業支援

市の国際化推進に係る施策の
一翼を担う市国際交流協会の
事業を支援するため、補助金
を交付する。

補助金を交付することで事業支援
を行った。

2(2)(4) 企画政策課 外国人子育てサロン
外国人に子育てに必要な日本
語や日本の教育制度を学んだ
りするサロンを開催

千葉県国際交流センター主催
２回実施
外国人１２組、日本人１１組

1(1) 保育園 ハローフレンズ

市立保育園児が外国人講師と
その講師の母国語を使って触
れ合うことにより、他の国の
言語や文化に親しむ。

【木刈保育園】４回４５人
【内野保育園】４回５５人
【高花保育園】３回３８人
【西の原保育園】４回６３人
【もとの保育園】４回５９人

1(1) 指導課
イングリッシュアカ
デミー　ジャンプ(中
学生海外派遣研修)

市内在住の中学生を海外に派
遣する。

市内在住の中学生20名をオース
トラリア（メルボルン近郊）に派
遣し、ホームステイや現地校で交
流した。また、文化遺産をめぐり
異文化理解を図るとともに、現地
校での英語研修を行い実践的な英
語コミュニケーション能力の向上
を図った。引率は４名

1(1) 指導課
国際理解教育推進事
業

外国語活動等英語教育におい
て実践的コミュニケーション
能力を育成するため、英語を
話す外国語指導助手を市立小
中学校に配置する。また，年
間１０日程度、市立幼稚園に
も派遣する。

外国語指導助手１３名を配置し、
小学校・中学校における英語教育
の充実及び実践的コミュニケー
ション能力の育成を図った。また
幼稚園に年１０日程度配置し、異
文化を体験するとともに、英語へ
の興味・関心を高めた。

令和７年度国際化推進関連事業　事業実績一覧

【参考】国際化推進方針における主な取組
１　方針１「多文化共生のまちを育む環境づくり」
（１）多文化共生意識の醸成　（２）外国人市民の活躍する場づくり
２　方針２「外国人市民も安心して暮らせるまちづくり」
（１）コミュニケーション支援　（２）生活支援　（３）防災・安全対策支援　（４）子どもの教育支援
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主な取組 課等名 事業名 事業内容 実施結果

1(1) 指導課 小学校英語教育

外国語科・外国語活動におけ
る学習の充実のため、全小学
校に日本人の英語教育コー
ディネーターを配置する。

全小学校（１８校）に９名の英語
教育コーディネーターを配置し、
外国語科・外国語活動における学
習の充実を図った。

1(1) 指導課
イングリッシュアカ
デミー　ホップ・ス
テップ

夏季休業中に小学３・４年生
及び５・６年生を対象に英語
でコミュニケーションを図る
楽しさを体験し、英語運用能
力の育成を図る。

７月の夏季休業中に、小学3・4
年生対象の「イングリッシュアカ
デミー　ホップ」を半日（計２
回）と、5・6年生対象の「イン
グリッシュアカデミー　ステッ
プ」を半日（計２回）を牧の原小
学校にて実施した。派遣会社イン
タラックからALTを派遣。印西市
国際交流協会へボランティアの協
力を依頼した。

1(1) 指導課 訪日観光旅行

海外から日本を訪れる小中高
校生を各学校や家庭で受け入
れ、同世代との異文化交流を
通し、国際理解を促進する。

年間を通し、公益社団法人千葉県
観光物産協会と連携し、印西市を
訪れる海外からの小中高校生受け
入れと、授業体験や文化・スポー
ツ体験をとおした交流を図った。

1(1) 市国際交流協会
語学（英語・中国
語・韓国語・スペイ
ン語）講座

階級別けしたクラスで、各語
学の習得の場として実施。

市内５カ所で８クラスを運営し
た。

英語
・月曜入門（協会事務所）
・金曜初級（中央公民館）
・水曜中級（コスモスパレット）

中国語
・月曜初級（協会事務所）
・金曜中級（そうふけ公民館）

韓国語
・木曜中級（中央公民館）

スペイン語
・金曜初級（高花老人保健セン
ター）

英語発音トレーニング
・火曜（協会事務所）

1(1)・(2) 市国際交流協会
外国人市民との交流
事業

外国人市民を対象にイベント
を実施し、外国人同士の交流
や日本人との交流を促進す
る。

国際交流エコ・スローマラソン印
西、グリーンカフェ、フレンド
シップカフェ、外国料理教室、
ワールドフェスト、交流バスツ
アー等のイベントを開催した。
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主な取組 課等名 事業名 事業内容 実施結果

1(2)
2(3)

防災課
防災訓練等防災意識
啓発事業

・地域住民の災害に対する防
災意識の高揚と防災力の育
成、関係機関との連携強化
等、有事に備えた各種訓練
（災害対策本部訓練等）を実
施する。また、自治会・自主
防災組織に呼びかけ、外国人
市民の積極的な訓練参加を推
進する。
・外国語版の総合防災ブック
を作成し、防災意識啓発に努
める。
・スマホアプリと連携し、多
言語による災害情報等の配信
を実施する。

総合防災訓練では避難所設置、資
機材使用訓練、備蓄品展示等を
行った。災害対策本部訓練を行っ
た。
多言語版の総合防災ブックを更新
し、防災意識啓発に努めた。
スマホアプリと連携し、多言語に
よる災害情報等の配信を実施し
た。

1(2) 企画政策課
印西市国際化推進懇
談会

市の国際化推進について、国
際交流関係者、学識経験者、
公募市民、外国人市民を委員
とした会議を設置し意見交換
する。

第1回
R5実績及びR6計画について
第2回
外国人医療に関する課題ついて

2(1) 秘書広報課
印西市公式ホーム
ページ運用管理委託

速報性に優れたインターネッ
トの特性を活かし、市政に関
するさまざまな情報を迅速か
つ確実にホームページを活用
して提供する。
※契約期間：令和7年4月1日
～令和8年3月31日

ホームページの翻訳機能を活用し
た市政情報の提供に努めた。ま
た、多言語（英語、中国語（中文
簡体・中文繁体）、韓国語の翻訳
精度の向上を図るため、職員研修
を通じ、ホームページ作成の際に
やさしい日本語に配慮し、逆翻訳
を行うよう周知した。

2(1) 企画政策課

広報いんざい１日号
（抜粋）外国語（英
語、中国語、やさし
い日本語）版の作成

外国人市民への情報提供を充
実させるため、広報紙の抜粋
を英訳し、市役所や公民館等
への設置や、市ホームページ
に掲載する。

年１２回発行（月平均１７０
部）、市HP掲載

2(1) 企画政策課
広報いんざい１５日
号「外国人のみなさ
んへ」掲載

外国人市民への情報提供とし
て、広報いんざい１５日号に
「外国人のみなさんへ」を掲
載する。

年１２回掲載
※10月号からは月１回の発行と
なった。「外国人のみなさんへ」
のコーナーは継続している。

2(1) 企画政策課

広報いんざい１５日
号「外国人のみなさ
んへ」中国語版を作
成

外国人市民への情報提供とし
て、広報いんざい１５日号の
「外国人のみなさんへ」の中
国語版を作成。

年１２回掲載

2(1) 企画政策課
行政資料多言語化推
進事業

庁内の行政資料の多言語化を
図る。

市国際交流協会に、文書の翻訳を
依頼した。（１課で実施：生涯学
習課）

2(1)(2) 市国際交流協会
キッズIIFA外国人の子
ども向け日本語勉強
会の実施

日本語が「よくわからない」
「かけない」「よめない」な
ど、日本語に困っている子ど
もたちに向けて日本語勉強会
の実施。

期間５月から２月　計３０回
延べ受講者数：６７人
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主な取組 課等名 事業名 事業内容 実施結果

2(1)(2) 市国際交流協会
中学生の日本語勉強
教室

日本語に困っている中学生に
向けた日本語勉強会の実施

毎週土曜
会場：そうふけ公民館
参加　13人（内、既卒・高校生4
名）

2(1)(2) 市国際交流協会 日本語教室

外国人市民を対象に日本語習
得を支援するとともに、他の
外国人や日本人との交流機会
を提供する。

市内４箇所で６クラスを運営し
た。

・水曜A（コスモスパレット）
・水曜B（コスモスパレット）
・木曜（中央公民館）
・土曜昼（そうふけ公民館）
・土曜夜（そうふけ公民館）
・日曜（小林公民館）

2(2) クリーン推進課
ごみの減量化・再資
源化事業

家庭ごみのごみ出しルールを
まとめた「資源物とごみの分
け方・出し方」のやさしい日
本語版、外国語版を配布す
る。
ごみ分別アプリ「さんあー
る」の外国語対応化する。

「資源物とごみの分け方・出し
方」の外国語版（英語・中国語・
韓国語・ベトナム語・シンハラ語
を作成した。ごみ分別アプリ「さ
んあーる」の外国語対応（英梧・
中国梧・韓国梧）について実施し
た。

2(2) 子ども家庭課
外国語版母子健康手
帳の発行

言語の差異なく母子保健に関
する知識普及を図り、必要な
保健サービスが受けられるよ
うにするため、日本語が分か
らない家庭の妊娠届出の際
に、母子健康手帳を外国語版
を発行する。

妊娠届出の際、届出者の申し出に
より外国語版の母子健康手帳を
20名に発行した。
（10言語対応：英語・中国語・
韓国語・タガログ語・タイ語・ポ
ルトガル語・インドネシア語・ス
ペイン語・ベトナム語・ネパール
語）
（実績内訳）
英語９名、中国語２名、ベトナム
語４名、ネパール語１名、スペイ
ン語2名

2(4) 学務課 日本語指導員の配置

日本語の分からない児童生徒
に基礎的な日本語指導や学校
生活を含めた日常生活のルー
ルを教える。

小学校13校、中学校5校に11名
配置。

2(2)
生涯学習課
（図書館課）

図書館利用案内等の
多言語化

行政資料多言語化推進事業を
活用し、図書館利用案内及び
マップを翻訳する。

英語版の利用案内を作成し、配布
した。
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